
急
な
津
波
が
押
し
寄
せ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

約
１
０
０
年
後
に
起
こ
っ
た
宝
永
地
震
で
は

鹿
児
島
城
が
破
損
し
、
県
本
土
で
も
強
い
揺

れ
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

記
録
に
残
る
安
政
地
震

特
に
幕
末
の
安
政
東
海
・
南
海
地
震
の
際

に
は
、
県
本
土
で
も
大
き
な
揺
れ
が
あ
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
い
く
つ
か
の
記
録
が
残
っ
て

い
ま
す
。
加
治
木
の
武
士
が
記
し
た「
新に

い
ろ納

仲ち
ゅ
う

左ざ

衛え

門も
ん

日
記
」
を
見
て
み
る
と
、
昼
ご
ろ

に
大
き
な
地
震
が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
夜
に
か

け
て
10
回
程
度
揺
れ
、
海
は
潮
と
泥
が
吹
き

上
が
っ
て
い
た
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
余
震

が
続
き
、
泥
が
吹
き
上
が
っ
て
い
た
と
い
う

こ
と
は
液
状
化
現
象
が
起
こ
っ
て
い
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
徳
之
島
の
代
官
の
記
録
で

あ
る「
德と

く

之の

嶋し
ま

面お
も

繩な
わ

院い
ん

家け

蔵ぞ
う

前ぜ
ん

録ろ
く

帳ち
よ
う」

に
は
、

日
本
全
体
で
大
地
震
が
あ
り
、
鹿
児
島
で
は

５
日
間
程
度
余
震
が
続
い
た
と
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
特
に
加
治
木
・
国
分
か
ら
都
城
に
か

け
て
は
多
く
の
家
が
崩
れ
て
い
た
と
も
あ
り
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
が
起
こ
っ
た
場
合
、
本
市

で
も
地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
を
受
け
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

い
つ
ど
こ
で
起
き
る
か
分
か
ら
な
い
地
震

災
害
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
地
震
を
は

じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
に
関
す
る
情
報
が

あ
り
ま
す
。
過
去
か
ら
災
害
を
学
び
、
未
来

へ
備
え
ま
し
ょ
う
。

（
文
責
＝
小
水
流
）

そ
の
後
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
の
可
能

性
が
高
ま
っ
て
い
る
と
し
て「
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
」が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
お

お
よ
そ
１
０
０
年
周
期
で
起
こ
る
と
さ
れ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
は
、
過
去
に
ど
の
よ
う

な
被
害
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

鹿
児
島
に
関
わ
る
過
去
の
地
震
の
記
録
を 

確
認
す
る
と
、
慶
長
地
震（
１
６
０
５
年
）、

宝
永
地
震（
１
７
０
７
年
）、
安
政
東
海
・
南

海
地
震（
１
８
５
４
年
）で
被
害
の
記
録
が
あ

り
ま
す
。
慶
長
地
震
で
は
身
体
に
感
じ
る
ほ

ど
の
揺
れ
は
な
か
っ
た
も
の
の
、
県
本
土
に

こ
り
、
海
底
噴
火
に
よ
る
津
波
が
隼
人
か
ら

福
山
の
港
に
押
し
寄
せ
た
と
い
う
記
録
が
残

っ
て
い
ま
す
。
現
在
の
防
災
計
画
で
も
、
鹿

児
島
湾
直
下
を
震
源
と
す
る
地
震
か
桜
島
の

海
底
噴
火
が
起
こ
る
と
、
そ
れ
に
伴
っ
て
津

波
が
発
生
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

活
火
山
に
挟
ま
れ
る
立
地
で
あ
る
た
め
に
、

火
山
性
地
震
は
避
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

南
海
ト
ラ
フ
地
震
と
鹿
児
島

今
年
８
月
８
日
に
日
向
灘
を
震
源
と
す
る

地
震
が
あ
り
、
本
市
で
も
震
度
５
弱
を
観
測
。

本
市
の
自
然
災
害
と
い
え
ば
、
ま
ず
霧
島

山
の
噴
火
な
ど
の
火
山
被
害
や
台
風
、
大
雨

に
よ
る
風
水
害
が
注
目
さ
れ
が
ち
で
す
。
地

震
に
つ
い
て
は
あ
ま
り
言
及
さ
れ
る
こ
と
は

な
く
、
市
内
の
郷
土
誌
に
も
地
震
に
関
す
る

記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
実
際
に
は
近
年
で
も
昭
和
43
年

の
え
び
の
地
震（
最
大
震
度
６
）、
昭
和
61
年

の
牧
園
町
地
震（
最
大
震
度
５
）、
平
成
９
年

の
横
川
町
で
震
度
５
弱
を
記
録
し
た
紫
尾
山

付
近
を
震
源
と
す
る
県
北
西
部
地
震（
最
大

震
度
５
強
）
な
ど
、
霧
島
山
近
く
を
震
源
と

し
て
、
一
部
の
地
域
の
み
が
集
中
的
に
揺
れ

る
地
震
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

史
料
に
残
る
地
震

江
戸
時
代
以
前
に
は
、
県
内
で
起
こ
っ
た

地
震
の
記
録
が
残
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
地

震
や
津
波
が
発
生
し
、
霧
島
山
と
桜
島
の
噴

火
に
よ
る
地
震
も
観
測
さ
れ
て
い
ま
す
。
霧

島
山
と
桜
島
に
挟
ま
れ
る
形
で
位
置
す
る
本

市
で
も
多
く
の
地
震
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と

が
考
え
ら
れ
、
特
に
安
永
８（
１
７
７
９
）年

の
桜
島
噴
火
の
際
に
は
前
触
れ
の
地
震
が
起

The gatew
ay to local history

霧
島
の

地
震
災
害

史料に残る江戸時代以前の県内の地震災害

※「鹿児島県自然災害略年表」を基に作成。

年号 西暦 記録されている場所 被害概要

天平14年 742年 大隅国 地震
（桜島噴火による可能性）

文明８年 1476年 桜　島 桜島大噴火の前震
大永４年 1524年 霧島山 地震、山丘崩落

天文13年 1544年
県内（詳細不明） 地震

田　代 崖の崩壊
天文14年 1545年 県内（詳細不明） 地震
文禄元年 1592年 大　隅 岩や大木の転倒
文禄５年 1596年 薩　摩 地震

慶長９年 1605年 薩摩・大隅 津波被害
（南海トラフ地震）

明暦３年 1657年 県　内 地震

寛文２年 1662年
日　向 地盤沈下、建物倒壊
大　隅 大地震、山の崩落

天和３年 1683年 大　隅 地震

宝永４年 1707年 鹿児島 鹿児島城破損
（南海トラフ地震）

享保13年 1728年 喜　入 土砂崩れ

明和３年 1766年
桜　島 地震
桜　島 地震

安永８年 1779年 桜　島 噴火による
前地震と津波

嘉永７年 1854年 県内全域 家屋倒壊
（南海トラフ地震）
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